
建設産業の担い手の処遇改善と円滑な施工確保 

に向けた要望 
 

 今般の能登半島地震では、建設業界の献身的な対応によって、災害応急対策が着実に進ん

でいる。建設業者が、「地域の守り手」として我が国に欠かせない存在であるとの認識を改

めて確認したい。その建設産業は担い手の確保に苦しんでおり、構造的賃上げによる「成⾧

と分配の好循環」のためにも、担い手の処遇改善をより強力に進める必要がある。 

 公共工事の品質確保の促進に関する法律に則り、公共工事の品質が将来にわたって確保

されるよう、担い手の中⾧期的な育成及び確保に取り組むとともに、「防災・減災、国土強

靱化のための 5 か年加速化対策」をはじめとする今後の公共工事の円滑な施工を確保する

ため、以下のとおり要望する。 

 

一 公共工事設計労務単価,技術者単価の引上げ 

 公共工事の担い手の中⾧期的な育成及び確保や処遇改善に向け、労務単価・技術者単価を

引き上げること 

 また、労務単価等の引上げが着実に現場の技能労働者の賃上げにつながり、労務費調査を

通じて、次なる労務単価等が上昇する好循環が継続していくよう、請負契約における労務費

の確保や賃金の行き渡りに向けた取組を一層推進するこ 

 

一 建設産業の担い手確保の取組の推進 

 公共工事の品質確保のためには建設産業の担い手確保が不可欠であり、地方部を含め必

要かつ十分な規模の公共事業を安定的に確保することが極めて重要である。さらに、本年 4

月から建設業にも時間外労働の上限規制が適用されることも踏まえ、処遇改善、働き方改革

及び生産性向上の取組が急務となっている 

 このため、これまでの担い手 3 法改正に盛り込まれた取組を着実に進めるとともに、現

場や関係団体における取組実態等も踏まえた ICT の活用や DX の推進等による生産性の向

上、建設キャリアアップシステムの普及・促進などをはじめとして、関係団体から提出され

た要望事項を踏まえ、建設産業の担い手確保に向けた施策のより一層の促進・充実に努める

こと 

 

一 公共工事の円滑な施工の確保の徹底 

 今後の公共事業予算の迅速・着実な執行を図るため、資材価格高騰などの市場実態が反映

された諸経費を含む適正な予定価格の設定、スライド条項の適切な設定・運用、ダンビング

対策の徹底・強化、適正な工期設定、施工時期の平準化等を強力に推進し、公共工事の円滑



な施工確保に万全を期すこと 

 特に、発注関係事務の適切な実施が困難である市町村などの発注者に対し、支援や強力な

働きかけ等を行い、その改善を推進すること 

 

一 賃上げ推進に向けた「総合評価落札方式における賃上げを実施する企業に対する加点

措置」の適切な運用 

 「総合評価落札方式における賃上げを実施する企業に対する加点措置」は、賃上げを推進

するための環境を整備するものであり、従業員及び下請け企業の賃上げ・処遇改善やパート

ナーシップによる価値創造に意欲のある企業が皆参加し、取り組むことができるよう、関係

団体の意見も踏まえ、賃上げ実績の確認は、柔軟に運用すること 
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